
の皆様のご協力を賜りますようお願いいたします。

大河津分水路左岸河口部では、『コロニーにいがた白岩の里旧重度児居住棟解体工事

（工期：H28年6月21日～H28年10月31日）』が

下記の写真の通り、順調に進んでいます。

平成28年10月 1日号（№18）
国 土 交 通 省 北 陸 地 方 整 備 局
信 濃 川 河 川 事 務 所
E-mail shinano@hrr.mlit.go.jp

回

覧

建物解体工事についてお知らせします

工事車両は「プレート（車両用）」を掲示します

プレート（車両用）

サイズ：Ａ３
下 地：青色
文 字：白色

信濃川河川事務所

信濃川河川改修事業
（大河津分水路）

信濃川河川事務所

信濃川河川改修事業
（大河津分水路）

プレート（車両用）掲示事例

大河津分水路の改修に関わる工事車両（ダンプトラック等）は、下記掲示事例のよう

に車のフロント部等にプレートを掲示します。

※このプレートを付けた

工事車両に関して、何か

お気付きの点がございま

したら、

まで、お知らせください。

また、分水路だより９月号でお知らせした河

川敷内に整備する工事用道路（土砂運搬路）の

造成のため、当該地より土砂を搬出する工事を

今秋に着手する予定です。

この建物の解体工事や今後実施する工事では、

建設作業機械等の稼働による騒音・振動など、

周辺環境への影響が極力無いよう、細心の注意

を払いながら工事を進めて参りますので、地域

→

大河津分水路

野積橋

建物解体工事

【大河津出張所】

℡ 0256-97-2121

工事着手前 8月25日の状況 9月5日の状況



【大河津分水路の改修に関する 問い合わせ窓口】

○改修事業の計画・設計について：計画課 Tel 0258-32-3245 ○改修事業の用地取得について：用地課 Tel 0258-32-3022

○改修事業の工事について：大河津出張所 Tel 0256-97-2121

<信濃川河川事務所H P >

<信濃川大河津資料館HP>

http://www.hrr.mlit.go.jp/shinano/

http://www.hrr.mlit.go.jp/shinano/ohkouzu/index.html

ＴＯＰＩＣ 「横田切れ」１２０年シンポジウムを開催しました

「横田切れ」120年シンポジウム プログラム

「横田切れ」から１２０年を迎えた今年。 「横田切れ」120年シンポジウム―災害を「伝える」

「学ぶ」地域づくり― が８月２８日（日）燕市文化会館（燕市水道町）において開催されました。

シンポジウムには、市民ら約200人が参加。燕市・三条市の小中高3校が防災教育の事例を

発表しました。講演では田村圭子教授（新潟大学）より「温故知新―次の災害への備えを考え

る」と題し、有事での危機管理のあり方などを解説して頂きました。また、パネルディスカッ

ションでは信濃川流域の首長や防災関係者らから、取り組みの現状などを紹介して頂きました。

過去の災害を地域でどう共有していくか、

それを活かした災害に強いこれからの地域

づくりについて考え、地域の防災・減災力

の向上に活かしていくことの大切さが、広

く認識される機会となりました。 燕市立島上小学校

燕市立小池中学校

講演（ 田村教授 【新潟大学】）

パネルディスカッション防災教育「学び」レポート

新潟県立新潟県央工業高等学校

シリーズ：横田切れ No.3-９ 横田切れの腰板

「横田切れ」による浸水被害にあった人が、家族らの無事を喜び、その心情を

家の腰板に書き残しました。新潟市潟東歴史民俗資料館には、板の実物が展示さ

れており、平成17年に新潟市の有形文化財に指定されました。

燕市横田から新潟市西蒲区潟東ま
では直線距離で約17km。浸水範
囲図から、潟東も浸水したことが
確認できます。
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腰板に記された文章を活字化した
もの。冒頭に「浸水」の文字が確
認できるほか、「24日午前3時
顔を見合わせて命が助かった」と
記されています。

⇒

⇒

⇒

新潟市潟東歴史民俗資料館。


